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森町自転車散策…20

３月17日、泉陽・森・旭が丘の各中学校で卒業式が
行われました。旭が丘中学校では、在校生や恩師ら
が花道で見送り、卒業生たちは思い出の詰まった母
校から、それぞれの一歩を踏み出しました。市町対
抗駅伝森町チームの代表選手として３年間出走し
た石田碧衣さんは「高校に進んでも夢に向かって
頑張る」と晴れやかに意気込みを語りました。

３月17日、泉陽・森・旭が丘の各中学校で卒業式が
行われました。旭が丘中学校では、在校生や恩師ら
が花道で見送り、卒業生たちは思い出の詰まった母
校から、それぞれの一歩を踏み出しました。市町対
抗駅伝森町チームの代表選手として３年間出走し
た石田碧衣さんは「高校に進んでも夢に向かって
頑張る」と晴れやかに意気込みを語りました。

〈今月の表紙〉〈今月の表紙〉

思い出を胸に
　　 新たな旅立ち
思い出を胸に
　　 新たな旅立ち
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H37

第 9次森町総合計画
平成28年度▶▶▶▶平成37年度

第9次森町総合計画（基本構想と基本計画）推進のために、次の取り組みや仕組みづくりを積極的に進めます

①健全な行財政運営の推進
財政の健全化/PDCAサイクル※による効果の検証など

②広域連携・交流の推進
周辺自治体や圏域を超えた広域連携の推進など

③協働のまちづくりの推進
協働まちづくり推進事業の創意工夫/各種団体の支援育成など

④情報通信技術（ＩＣＴ）の活用推進
ＩＣＴ利活用のための基盤整備/企業や団体との連携・協働など

（
平
成
28
年
度
〜
37
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た

第
９
次
森
町
総
合
計
画

第
９
次
森
町
総
合
計
画

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
自
立
し
た
ま
ち
に

我
が
国
の
社
会
経
済
状
況
は
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
の
加
速
化
に
よ

り
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て

も
地
域
活
性
化
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
当
町
が
目
指
す
姿
と
進
む

べ
き
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
最
上
位
の
方
針
と
な
る
「
第
9
次
森

町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

策
定
経
過
と
ね
ら
い

第
9
次
森
町
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
「
協
働
」

を
大
き
な
柱
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
6
月
に
町
民
代
表
や

有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
森
町
総

合
計
画
審
議
会
を
設
置
し
、
策
定

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
代
表
15
人
か
ら
な
る
森
町
ま
ち

づ
く
り
検
討
会
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
提
案
・
意
見
書
」

や
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
町

長
と
語
る
会
で
の
意
見
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
効

率
的
・
効
果
的
に
推
進
し
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　実
現
に
向
け
て

　
第
9
次
森
町
総
合
計
画
で
の

将
来
指
標
の
基
本
と
な
る
人
口

と
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、「
森
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」に
示
す

人
口
の
将
来
展
望
を
前
提
に
し
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
、出
生
率
の
向
上
や
定

住
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

で
、目
標
年
次
と
な
る
2
0
2
5
年

これからの森町の方向性を描いたまちづく
りの指針となるものです。
総合計画は、目指すべきまちの将来像をあ
らわした基本構想と、将来像を実現するた
めに何に取り組んでいくのかをあらわした
基本計画で構成されています。

総合計画とは

幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
へ

森
町
長

　太
田 

康
雄

こ
の
た
び
、
第
9
次
森
町
総

合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
総
合
計
画
は
、
町
民
と
行

政
と
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
、

今
後
10
年
間
の
中
長
期
的
な
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

今
後
は
こ
の
総
合
計
画
を
着

実
に
推
進
し
、
ど
の
よ
う
に
実

行
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
常
に
進

行
管
理
を
行
い
、
進
捗
状
況
や

達
成
度
合
い
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し

て
実
現
性
・
実
効
性
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

総
合
計
画
を
共
通
の
指
針
と

し
て
、
町
民
と
行
政
が
協
働
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
計
画
に
掲
げ

た
ま
ち
の
将
来
像
「
住
む
人
も

訪
れ
る
人
も
心
和
ら
ぐ
森
町
」

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
平
成
37
年
）に
町
の
人
口
１
７
，

０
０
０
人
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、

5
月
に
世
帯
配
布
予
定
の
第

9
次
森
町
総
合
計
画
（
概
要

版
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
9
次
森
町
総
合
計
画
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問 

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

☎
8
5
―
6
3
0
5

基本構想（まちの将来像）10年間基本構想（まちの将来像）10年間

基本計画（具体的な計画）10年間基本計画（具体的な計画）10年間

まちづくりの基本理念、将来像をあらわすものまちづくりの基本理念、将来像をあらわすもの

基本構想にもとづく具体的な施策や事業基本構想にもとづく具体的な施策や事業

特
集総合計画

基本理念とまちの“将来像”基本理念とまちの“将来像”

住む人も訪れる人も「心和らぐ森町」住む人も訪れる人も「心和らぐ森町」
やわやわ

たくさんの笑顔があふれる住みやすい森町を作っていくためには、行政だけでなく、町民の力、事業者の力な
ど、森町に関係する「みんなの力」が必要です。そこで、町民と行政が協働してまちづくりを進めるために基本
的な理念を明らかにして、森町が目指す将来像とそれを実現するための6つの基本の柱を示しました。

「人の輪」「対話」「調和」の3つの基本理念を踏まえ、森町が目指すまちの将来像を定めました。森町を
もっと住みやすく、活気あるまちにしていくために、町民と行政が一体となったまちづくりを進めます。

人の輪 ～外部との交流～
・町民、行政、事業者、そして町外の森町ファンな
ど森町に関わるすべての人の「人の輪」が生み出す
力で、町の活力維持や外部との交流を進めます。

調和 ～人と自然～
・人と人、地域と地域、人と自然、古いものと新し
いものが「調和」し、さらに新たな魅力や活力を生
み出します。

対話 ～信頼の構築～
・町民と行政の信頼関係をつなぎ、さまざまな場面
での「対話」により、町民が声を出し、自らも参加
する、きめ細やかなまちづくりを進めます。

基本理念３つの視点

人の輪
外部との交流
人の輪
外部との交流

対話
信頼の構築
対話
信頼の構築

調和
人と自然
調和
人と自然

森町が目指す、まちの“将来像”

1 保健・医療・福祉
～みんなで助け合う健やかなまち～
●いつまでも「いきいき」過ごせるまちをつくる
●「お達者」で暮らせるまちをつくる
●子育て・子育ちしやすいまちをつくる

2 教育・文化
～先人に学びみんなで育むまち～
●「ひと」と「ひと」が育みあうまちをつくる
●歴史に学び多様な文化を継ぐまちをつくる

3 活力・情報発信
～交流が盛んでにぎわうまち～

●調和のとれた居心地のよいまちをつくる
●町の魅力や情報を広く効果的に発信するまちをつくる
●地域の宝・資源を最大限にいかしたまちをつくる

4 産業振興
～活気あふれる産業のまち～

●活力が持続できるまちをつくる
●新たな活力が生まれるまちをつくる

5 安心・安全
～いつまでも暮らせるやすらぎのまち～
●安全・快適に暮らせるまちをつくる
●災害に強い、地域防災力の高いまちをつくる
●コミュニティ豊かな地域活動が活発なまちをつくる

6 自然環境
～豊かな自然があふれるまち～

●緑豊かな自然あふれるまちをつくる
●自然環境と共存するまちをつくる

※PDCAサイクルとは…Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）のプロセスを繰り返すこと

計画推進のために
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第 9次森町総合計画
平成28年度▶▶▶▶平成37年度

第9次森町総合計画（基本構想と基本計画）推進のために、次の取り組みや仕組みづくりを積極的に進めます

①健全な行財政運営の推進
財政の健全化/PDCAサイクル※による効果の検証など

②広域連携・交流の推進
周辺自治体や圏域を超えた広域連携の推進など

③協働のまちづくりの推進
協働まちづくり推進事業の創意工夫/各種団体の支援育成など

④情報通信技術（ＩＣＴ）の活用推進
ＩＣＴ利活用のための基盤整備/企業や団体との連携・協働など

（
平
成
28
年
度
〜
37
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た

第
９
次
森
町
総
合
計
画

第
９
次
森
町
総
合
計
画

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
自
立
し
た
ま
ち
に

我
が
国
の
社
会
経
済
状
況
は
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
の
加
速
化
に
よ

り
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て

も
地
域
活
性
化
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
当
町
が
目
指
す
姿
と
進
む

べ
き
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
最
上
位
の
方
針
と
な
る
「
第
9
次
森

町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

策
定
経
過
と
ね
ら
い

第
9
次
森
町
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
「
協
働
」

を
大
き
な
柱
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
6
月
に
町
民
代
表
や

有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
森
町
総

合
計
画
審
議
会
を
設
置
し
、
策
定

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
代
表
15
人
か
ら
な
る
森
町
ま
ち

づ
く
り
検
討
会
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
提
案
・
意
見
書
」

や
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
町

長
と
語
る
会
で
の
意
見
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
効

率
的
・
効
果
的
に
推
進
し
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　実
現
に
向
け
て

　
第
9
次
森
町
総
合
計
画
で
の

将
来
指
標
の
基
本
と
な
る
人
口

と
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、「
森
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」に
示
す

人
口
の
将
来
展
望
を
前
提
に
し
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
、出
生
率
の
向
上
や
定

住
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

で
、目
標
年
次
と
な
る
2
0
2
5
年

これからの森町の方向性を描いたまちづく
りの指針となるものです。
総合計画は、目指すべきまちの将来像をあ
らわした基本構想と、将来像を実現するた
めに何に取り組んでいくのかをあらわした
基本計画で構成されています。

総合計画とは

幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
へ

森
町
長

　太
田 

康
雄

こ
の
た
び
、
第
9
次
森
町
総

合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
総
合
計
画
は
、
町
民
と
行

政
と
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
、

今
後
10
年
間
の
中
長
期
的
な
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

今
後
は
こ
の
総
合
計
画
を
着

実
に
推
進
し
、
ど
の
よ
う
に
実

行
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
常
に
進

行
管
理
を
行
い
、
進
捗
状
況
や

達
成
度
合
い
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し

て
実
現
性
・
実
効
性
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

総
合
計
画
を
共
通
の
指
針
と

し
て
、
町
民
と
行
政
が
協
働
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
計
画
に
掲
げ

た
ま
ち
の
将
来
像
「
住
む
人
も

訪
れ
る
人
も
心
和
ら
ぐ
森
町
」

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
平
成
37
年
）に
町
の
人
口
１
７
，

０
０
０
人
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、

5
月
に
世
帯
配
布
予
定
の
第

9
次
森
町
総
合
計
画
（
概
要

版
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
9
次
森
町
総
合
計
画
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問 

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

☎
8
5
―
6
3
0
5

基本構想（まちの将来像）10年間基本構想（まちの将来像）10年間

基本計画（具体的な計画）10年間基本計画（具体的な計画）10年間

まちづくりの基本理念、将来像をあらわすものまちづくりの基本理念、将来像をあらわすもの

基本構想にもとづく具体的な施策や事業基本構想にもとづく具体的な施策や事業

特
集総合計画

基本理念とまちの“将来像”基本理念とまちの“将来像”

住む人も訪れる人も「心和らぐ森町」住む人も訪れる人も「心和らぐ森町」
やわやわ

たくさんの笑顔があふれる住みやすい森町を作っていくためには、行政だけでなく、町民の力、事業者の力な
ど、森町に関係する「みんなの力」が必要です。そこで、町民と行政が協働してまちづくりを進めるために基本
的な理念を明らかにして、森町が目指す将来像とそれを実現するための6つの基本の柱を示しました。

「人の輪」「対話」「調和」の3つの基本理念を踏まえ、森町が目指すまちの将来像を定めました。森町を
もっと住みやすく、活気あるまちにしていくために、町民と行政が一体となったまちづくりを進めます。

人の輪 ～外部との交流～
・町民、行政、事業者、そして町外の森町ファンな
ど森町に関わるすべての人の「人の輪」が生み出す
力で、町の活力維持や外部との交流を進めます。

調和 ～人と自然～
・人と人、地域と地域、人と自然、古いものと新し
いものが「調和」し、さらに新たな魅力や活力を生
み出します。

対話 ～信頼の構築～
・町民と行政の信頼関係をつなぎ、さまざまな場面
での「対話」により、町民が声を出し、自らも参加
する、きめ細やかなまちづくりを進めます。

基本理念３つの視点

人の輪
外部との交流
人の輪
外部との交流

対話
信頼の構築
対話
信頼の構築

調和
人と自然
調和
人と自然

森町が目指す、まちの“将来像”

1 保健・医療・福祉
～みんなで助け合う健やかなまち～
●いつまでも「いきいき」過ごせるまちをつくる
●「お達者」で暮らせるまちをつくる
●子育て・子育ちしやすいまちをつくる

2 教育・文化
～先人に学びみんなで育むまち～
●「ひと」と「ひと」が育みあうまちをつくる
●歴史に学び多様な文化を継ぐまちをつくる

3 活力・情報発信
～交流が盛んでにぎわうまち～

●調和のとれた居心地のよいまちをつくる
●町の魅力や情報を広く効果的に発信するまちをつくる
●地域の宝・資源を最大限にいかしたまちをつくる

4 産業振興
～活気あふれる産業のまち～

●活力が持続できるまちをつくる
●新たな活力が生まれるまちをつくる

5 安心・安全
～いつまでも暮らせるやすらぎのまち～
●安全・快適に暮らせるまちをつくる
●災害に強い、地域防災力の高いまちをつくる
●コミュニティ豊かな地域活動が活発なまちをつくる

6 自然環境
～豊かな自然があふれるまち～

●緑豊かな自然あふれるまちをつくる
●自然環境と共存するまちをつくる

※PDCAサイクルとは…Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）のプロセスを繰り返すこと

計画推進のために
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平成29年度予算
■問い合わせ先
　役場企画財政課財政係
　☎８５－６３０６住む人も訪れる人も「心  和らぐ森町」の実現に向けて住む人も訪れる人も「心  和らぐ森町」の実現に向けて

●歳入　（１万円未満切り捨て） ●一般会計予算の推移
 60 65 70 75 （億円）

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

６9億9，8００万円

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

６9億9，8００万円

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
の
町
議
会

定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
の
予
算
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
に
い

ち
ば
ん
身
近
な
一
般
会
計
予
算
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

一般会計は

69億9,800万円

●性質別予算グラフ

●会計別予算

一　般　会　計 69億9,800万0千円 12.0%増
国民健康保険 23億4,866万0千円 0.9%増
後期高齢者医療 1億9,869万7千円 0.2%減
介　護　保　険 21億9,183万3千円 13.2%増
公共下水道事業 9億6,015万7千円 98.5%増
簡易水道事業 

 476万6千円 26.9%増

病　院　事　業 33億2,306万8千円 1.6%減
水　道　事　業 5億1,331万5千円 4.8%減
　　合　計 165億3,849万6千円 9.4%増

特
別
会
計

企
業
会
計

 会計名 当初予算 前年比

当
初
予
算
の
概
要

 町　　　税 町民税、固定資産税など ２３億４，５７８万円
 諸　収　入 預金利子や雑入など １億３，８０６万円
 分担金及び負担金 特定事業の受益者が分担負担するもの  ８，８９６万円
 使用料及び手数料 各種施設の使用料や手数料など ７，９５８万円
 その他（繰入金他） 基金繰入金や繰越金など ７億７，９25万円
 地方交付税 国から交付される財源 １３億７，０００万円
 国庫支出金 国からの補助金など ６億２，９２２万円
 各種交付金 地方消費税やゴルフ場利用税などから交付される財源 ４億０，953万円
 県 支 出 金 県からの補助金など ４億３，１２８万円
 町　　　債 事業などのために借りる財源 ６億２，４３０万円
 地方譲与税 国から譲与される財源 １億０，２００万円

●歳出　（１万円未満切り捨て）

民　生　費 社会福祉の推進など ２０億６，９４５万円
衛　生　費 予防衛生、医療の充実など ９億９，２６９万円
教　育　費 学校教育、社会教育の充実など ８億７，４８３万円
総　務　費 一般的な事務費や選挙費など ８億５，７８５万円
土　木　費 道路、河川の整備など ７億３，３７１万円
公　債　費 借入金の返済など ６億８，６６８万円
消　防　費 消防、防災対策など ３億８，９５８万円
農林水産業費 農業や林業の振興など １億８，９５０万円
商　工　費 商工業の振興など ９，７４８万円
議　会　費 議会関係の経費 ８，１１９万円
そ　の　他 労働費、災害復旧費、予備費など ２，４９９万円

地方譲与税 1.5％その他
0.3％

その他 1.5％

自主財源
49.0％

依存財源
５1.0％

町税
33.5％

分担金・負担金
1.3％

諸収入 2.0％

使用料・手数料 1.1％

その他
（繰入金他）
11.1％

地方交付税
19.6％

町債
8.9％

国庫
支出金
9.0％

県支
 出金
   6.2％

各種
 交付金
     5.8％

民生費
29.6％

衛生費
14.2％総務費

12.2％
教育費
12.5％

土木費
10.5％

公債費
9.8％

消防費
5.6％

農林水産業費 2.7％

商工費 1.4％

議会費 1.2％

補助費
22.0％

人件費
17.2％

物件費
17.3％

扶助費
15.0％

繰出金
10.4％

公債費
9.8％

普通　　
 建設費
   6.8％

歳入歳出

大久保・三倉・大河内
特別会計の合計

■
実
質
2
・
3
％
減
の
緊
縮
型
予
算

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
69
億
9,
8
0
0
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
伸
び
率
で
プ
ラ
ス
12
・
0
％

と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
2
月
に
町
長
選
挙
が
あ

り
、
前
年
度
の
当
初
予
算
が
義
務
的
経
費

を
主
体
と
す
る
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
た

た
め
で
、
4
月
に
第
1
号
補
正
で
計
上
し

た
政
策
予
算
を
加
え
た
額
と
比
較
す
る
と
、

1
億
6,
7
4
6
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
、
2
・

3
％
減
の
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
や
天
方
小
体
育

館
耐
震
補
強
工
事
な
ど
大
型
事
業
が
完
了
し

た
一
方
で
、
社
会
保
障
関
連
費
が
増
加
し
て

お
り
、
緊
縮
は
小
幅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
町
税
は
減
、

　
　
　

地
方
交
付
税
は
微
増
を
見
込
む

　

歳
入
は
、
地
方
財
政
計
画
の
見
込
み
、
企

業
業
績
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
町
税
に

つ
い
て
は
、
個
人
町
民
税
を
対
前
年
度
比

１
％
減
の
8
億
5,
0
0
0
万
円
、
法
人
税

を
同
比
17
・
2
％
減
の
1
億
2,
0
0
0
万

1
千
円
、
固
定
資
産
税
を
同
比
1
・
8
％

増
の
11
億
5,
4
0
0
万
円
と
し
、
町

税
全
体
で
は
同
比
0
・
6
％
減
の

23
億
4,
5
7
8
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
公
債
費
の
増

加
や
税
収
の
減
少
等
を
考
慮
し
、
対
前
年
度

比
4,
0
0
0
万
円
増
の
13
億
7
,
0
0
0

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
の
不

足
に
対
応
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

当
初
予
算
額
の
概
要
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平成29年度予算
■問い合わせ先
　役場企画財政課財政係
　☎８５－６３０６住む人も訪れる人も「心  和らぐ森町」の実現に向けて住む人も訪れる人も「心  和らぐ森町」の実現に向けて

●歳入　（１万円未満切り捨て） ●一般会計予算の推移
 60 65 70 75 （億円）

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

６9億9，8００万円

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

６9億9，8００万円

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
の
町
議
会

定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
の
予
算
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
に
い

ち
ば
ん
身
近
な
一
般
会
計
予
算
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

一般会計は

69億9,800万円

●性質別予算グラフ

●会計別予算

一　般　会　計 69億9,800万0千円 12.0%増
国民健康保険 23億4,866万0千円 0.9%増
後期高齢者医療 1億9,869万7千円 0.2%減
介　護　保　険 21億9,183万3千円 13.2%増
公共下水道事業 9億6,015万7千円 98.5%増
簡易水道事業 

 476万6千円 26.9%増

病　院　事　業 33億2,306万8千円 1.6%減
水　道　事　業 5億1,331万5千円 4.8%減
　　合　計 165億3,849万6千円 9.4%増

特
別
会
計

企
業
会
計

 会計名 当初予算 前年比

当
初
予
算
の
概
要

 町　　　税 町民税、固定資産税など ２３億４，５７８万円
 諸　収　入 預金利子や雑入など １億３，８０６万円
 分担金及び負担金 特定事業の受益者が分担負担するもの  ８，８９６万円
 使用料及び手数料 各種施設の使用料や手数料など ７，９５８万円
 その他（繰入金他） 基金繰入金や繰越金など ７億７，９25万円
 地方交付税 国から交付される財源 １３億７，０００万円
 国庫支出金 国からの補助金など ６億２，９２２万円
 各種交付金 地方消費税やゴルフ場利用税などから交付される財源 ４億０，953万円
 県 支 出 金 県からの補助金など ４億３，１２８万円
 町　　　債 事業などのために借りる財源 ６億２，４３０万円
 地方譲与税 国から譲与される財源 １億０，２００万円

●歳出　（１万円未満切り捨て）

民　生　費 社会福祉の推進など ２０億６，９４５万円
衛　生　費 予防衛生、医療の充実など ９億９，２６９万円
教　育　費 学校教育、社会教育の充実など ８億７，４８３万円
総　務　費 一般的な事務費や選挙費など ８億５，７８５万円
土　木　費 道路、河川の整備など ７億３，３７１万円
公　債　費 借入金の返済など ６億８，６６８万円
消　防　費 消防、防災対策など ３億８，９５８万円
農林水産業費 農業や林業の振興など １億８，９５０万円
商　工　費 商工業の振興など ９，７４８万円
議　会　費 議会関係の経費 ８，１１９万円
そ　の　他 労働費、災害復旧費、予備費など ２，４９９万円

地方譲与税 1.5％その他
0.3％

その他 1.5％

自主財源
49.0％

依存財源
５1.0％

町税
33.5％

分担金・負担金
1.3％

諸収入 2.0％

使用料・手数料 1.1％

その他
（繰入金他）
11.1％

地方交付税
19.6％

町債
8.9％

国庫
支出金
9.0％

県支
 出金
   6.2％

各種
 交付金
     5.8％

民生費
29.6％

衛生費
14.2％総務費

12.2％
教育費
12.5％

土木費
10.5％

公債費
9.8％

消防費
5.6％

農林水産業費 2.7％

商工費 1.4％

議会費 1.2％

補助費
22.0％

人件費
17.2％

物件費
17.3％

扶助費
15.0％

繰出金
10.4％

公債費
9.8％

普通　　
 建設費
   6.8％

歳入歳出

大久保・三倉・大河内
特別会計の合計

を
4
億
円
と
し
、
町
債
は
6
億
2,
4
3
0

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
当
初
予
算
に
含
ま
れ
る
主
要
事
業

主
な
事
業
と
し
て
は
、
防
災
・
減
災
対
策

と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や
町
の
業

務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
策
定
、
子
育
て

支
援
と
し
て
、
保
育
士
確
保
の
た
め
の
宿
舎

借
上
費
支
援
や
森
っ
子
出
産
祝
い
金
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
立
地

適
正
化
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
や
空

家
等
対
策
計
画
の
策
定
、
教
育
関
係
で
は
、

宮
園
小
・
飯
田
小
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
へ
の
空
調

設
備
整
備
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
第
9
次
総
合
計
画
の
本
格
的

始
動
の
年
で
あ
り
、
ま
ち
の
将
来
像

住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
「
心
和
ら
ぐ
森
町
」

の
実
現
に
向
け
て
、
活
力
あ
る
町
の
維
持
発

展
の
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

小学校ランチルーム空調整備事業
　11,896千円

快適な食事が出来るように宮園小・飯田小の給食棟
（ランチルーム）のエアコン整備を実施します。災
害時には避難所として使用します。

5 広報もりまち　平成29年4月号



「森町之賦」石碑「森町之賦」石碑

江東区民まつりへの参加江東区民まつりへの参加

天浜線・森町病院前駅天浜線・森町病院前駅

森町営バス森町営バス

森町森林組合による森林施策森町森林組合による森林施策

パソコンを活用したICT授業（三倉小学校）パソコンを活用したICT授業（三倉小学校）

2歳児相談で行われた身体測定のようす2歳児相談で行われた身体測定のようす

平成２９年度予算　

まちの主要事業
　本年度予算は、第9次森町総合計画における
重点施策6項目を柱として計上しました。人口
減少を克服し、今後も活力ある町を維持するた
めに、次世代へつながる効果的で調和のとれた
各種施策に積極的に取り組みます。

＊１万円未満の数字は四捨五入　＊（新）は新規事業

1 保健・医療・福祉2 教育・文化
～みんなで助け合う健やかなまち～
◆お達者度維持向上事業　321 万円
→ボランティア養成講座、おでかけ運動教室ほか

◆保育士宿舎借上支援事業（新）　162 万円　
→保育士確保の取り組みとして、新規採用から5年以内の
保育士の家賃を補助

◆認可外施設保育料の助成（新）234 万円
→認可外保育所（企業内設置を除く）利用者の保育料に助成

◆精神障害者地域活動支援センターの開設（新）
　830 万円

→精神障害者の日中活動の場の提供と相談支援を行う
「地域活動支援センター」を町内に開設

◆こども医療費助成事業　6,204 万円　
→中学3年までの医療費助成（入院・通院）、未就学児の
通院自己負担無料

◆新生児聴覚スクリーニング検査に対する助成（新）
61 万円

→従来は全額自己負担となっていた「新生児聴覚スク
リーニング検査」費用に助成

～子育て世代の負担軽減～

◆森っ子出産祝い金のリニューアル　１,335 万円
森町の次代を担う子どもの誕生を祝う「森っ子出産祝
い金」を、より多子のご家庭をお祝いするように今年10
月からリニューアルします。10月1日生まれ以降は第1子8
万円・第2子10万円・第3子以上15万円の祝い金を交付し
ます。

～先人に学び、みんなで育むまち～
◆森町学校のあり方検討事業（新）　72 万円　
→子どもたちの望ましい教育環境のあり方について有識
者・保護者・町民代表等により検討を実施

◆幼稚園・小学校の英語教育推進　649 万円　
→学習指導要領改定に伴う小学5・6年生の英語教科化に
向け、親しみながら英語を学ぶプログラムの先行実施
など

◆北海道森町児童生徒交流事業　144 万円
→平成29年度は受入れ(小学生10人、中学生6人)

◆「森町の年中行事」再版事業　89 万円
→森町内の寺社、地域、家庭の年中行事を紹介した「静
岡県周智郡森町の民俗」全6冊を1冊に編集し、再版

◆文化会館 LED 照明設置工事　973 万円
→図書館の一部・リハーサル室・誘導灯等の照明をLED化

～教育情報のセキュリティ対策～

◆小・中学校の情報セキュリティ構築 1,702 万円
町内全ての小・中学校におけるセキュリティ対策を行
い、教職員が扱う個人情報や校務データを不正アクセス
による脅威から守り
ます。これにより、
教職員や子どもたち
が日常的にICTを安
全・安心に活用でき
る環境を構築すると
ともに、個人情報保
護等の危機管理の徹
底を図ります。

◆観光誘客推進事業　200 万円　
→「江東区民まつり」などのイベントで森町PRブースを
出店し、全国に森町の魅力を発信する。

◆空き家等対策計画の策定　521 万円　
→空き家等実態調査結果に基づき対策計画を策定し、特
定空き家の指定による対策や、空き家等再生による利
活用を推進。

◆新東名を活用した広告宣伝活動（森町 PR）　404 万円
→新東名のSA・PAなどに森町のパンフレットコーナー
を設置し、森町への観光誘客や遠州森町スマートICの
利用促進を図る。

◆ふるさと納税推進事業　4,092 万円　
→ふるさと納税ポータルサイトに「楽天市場」を追加し、
ふるさと納税による森町特産品PRの更なる推進を図る。

～将来のまちづくりの検討～

◆立地適正化計画策定の基礎調査　655 万円　
近年の人口減少・少子高齢化社会を受け、平成26年に
都市再生特別措置法が改正され、公共交通のネットワー
クを活用したコンパクトなまちづくりを推進するための
立地適正化計画制度が創設されました。町では、今後3年
間をかけて、将来のまちづくりに向けた計画を策定し、
高齢者や子育て世代にとっても安心できる健康で快適な
生活環境の実現を目指します。

ピックアップ❶

ピックアップ❷

5 安心・安全
～いつまでも暮らせるやすらぎのまち～
◆防犯灯設置費補助金　457 万円　
→町内会の防犯灯設置に補助

◆住民向けメール配信システム導入事業　63 万円
→防災情報等を発信するメール配信システムの導入

◆ハザードマップの作成　955 万円
→静岡県第4次地震被害想定に基づき、既存の森町ハザー
ドマップを更新

◆橋梁長寿命化工事　3,000 万円　
→鍛治島橋・奥伏間橋の長寿命化工事、下田橋の補修設計

◆町単独道路改良事業　1 億 4,910 万円　
→一宮圃場6号線ほか12路線の道路改良を実施し、道路利
用者の利便性向上と安全性の確保を図る

◆木造住宅の耐震補強工事等への補助　1,120 万円　
→昭和56年5月以前に建築された木造住宅の耐震補強工事
及びブロック塀の撤去・改善等の費用を補助

◆協働まちづくり推進事業　178 万円　
→住民が主体となり、公共施設の管理や地域活性化事業
を推進する団体に助成

～交通ネットワークの構築～

◆地域公共交通計画の策定　309 万円　
森町では、鉄道やバス、タクシー等の公共交通が整備
されているものの、利用者数は減少傾向にあり、町民
ニーズに対応した公共交通体系の再構築が必要となって
います。昨年度に実施した「地域公共交通検討調査」の
結果を活用するなどして、通勤・通学や通院、買い物な
ど日常生活に不可欠な社会・生活基盤として、森町にふ
さわしい公共交通網の将来ビジョンを描く地域公共交通
計画を策定します。

ピックアップ❺

6 自然環境
～豊かな自然があふれるまち～
◆住宅用太陽光発電システムの設置捕助　116 万円
→既設住宅（県費補助金あり）及び、新設住宅（県費補
助金なし）へのシステム設置に補助

◆森町ごみ集積所の設置補助　33 万円　
→町内会が行うごみ集積所新設に対する補助金

◆古紙等資源回収事業への補助　140 万円
→PTA・子ども会などの団体による古紙等の集団資源回
収に対する補助

4 産業振興
～活気あふれる産業のまち～
◆内陸フロンティア推進事業　534 万円　
→森町内に進出または増設する企業を支援する「森町産業
立地事業費補助金」を活用し、優良企業の誘致を推進。

◆工業団地基盤強化事業　6,200 万円　
→中川下工業専用地域内の道路整備を行い、広域農
道から東名袋井IC・新東名遠州森町スマートICへ
のアクセス向上を図り、企業誘致を推進する。

◆茶園集積推進事業　155 万円　
→農地中間管理事業による茶園集積に対する補助

～質の高い木材供給をめざして～

◆中山間地域林業整備事業　1,283 万円　
FSC認証材の利活
用を促進し、森町産
木材の供給拡大を図
るため、森町森林組
合が導入する木材生
産の機械購入費補助
を行います。

ピックアップ❹

ピックアップ❸

3 活力・情報発信
～交流が盛んでにぎわうまち～
◆地域おこし協力隊活動事業　319 万円　
→協力隊員への報償費・活動費への助成

◆遠州の小京都推進事業　416 万円　
→「遠州の小京都」観光PRホームページの新設など、遠
州の小京都まちづくり推進計画に基づく取組みを実施。

森町子ども舞台フェスタ（文化会館大ホール）森町子ども舞台フェスタ（文化会館大ホール）

6広報もりまち　平成29年4月号



「森町之賦」石碑「森町之賦」石碑

江東区民まつりへの参加江東区民まつりへの参加

天浜線・森町病院前駅天浜線・森町病院前駅

森町営バス森町営バス

森町森林組合による森林施策森町森林組合による森林施策

パソコンを活用したICT授業（三倉小学校）パソコンを活用したICT授業（三倉小学校）

2歳児相談で行われた身体測定のようす2歳児相談で行われた身体測定のようす

平成２９年度予算　

まちの主要事業
　本年度予算は、第9次森町総合計画における
重点施策6項目を柱として計上しました。人口
減少を克服し、今後も活力ある町を維持するた
めに、次世代へつながる効果的で調和のとれた
各種施策に積極的に取り組みます。

＊１万円未満の数字は四捨五入　＊（新）は新規事業

1 保健・医療・福祉2 教育・文化
～みんなで助け合う健やかなまち～
◆お達者度維持向上事業　321 万円
→ボランティア養成講座、おでかけ運動教室ほか

◆保育士宿舎借上支援事業（新）　162 万円　
→保育士確保の取り組みとして、新規採用から5年以内の
保育士の家賃を補助

◆認可外施設保育料の助成（新）234 万円
→認可外保育所（企業内設置を除く）利用者の保育料に助成

◆精神障害者地域活動支援センターの開設（新）
　830 万円

→精神障害者の日中活動の場の提供と相談支援を行う
「地域活動支援センター」を町内に開設

◆こども医療費助成事業　6,204 万円　
→中学3年までの医療費助成（入院・通院）、未就学児の
通院自己負担無料

◆新生児聴覚スクリーニング検査に対する助成（新）
61 万円

→従来は全額自己負担となっていた「新生児聴覚スク
リーニング検査」費用に助成

～子育て世代の負担軽減～

◆森っ子出産祝い金のリニューアル　１,335 万円
森町の次代を担う子どもの誕生を祝う「森っ子出産祝
い金」を、より多子のご家庭をお祝いするように今年10
月からリニューアルします。10月1日生まれ以降は第1子8
万円・第2子10万円・第3子以上15万円の祝い金を交付し
ます。

～先人に学び、みんなで育むまち～
◆森町学校のあり方検討事業（新）　72 万円　
→子どもたちの望ましい教育環境のあり方について有識
者・保護者・町民代表等により検討を実施

◆幼稚園・小学校の英語教育推進　649 万円　
→学習指導要領改定に伴う小学5・6年生の英語教科化に
向け、親しみながら英語を学ぶプログラムの先行実施
など

◆北海道森町児童生徒交流事業　144 万円
→平成29年度は受入れ(小学生10人、中学生6人)

◆「森町の年中行事」再版事業　89 万円
→森町内の寺社、地域、家庭の年中行事を紹介した「静
岡県周智郡森町の民俗」全6冊を1冊に編集し、再版

◆文化会館 LED 照明設置工事　973 万円
→図書館の一部・リハーサル室・誘導灯等の照明をLED化

～教育情報のセキュリティ対策～

◆小・中学校の情報セキュリティ構築 1,702 万円
町内全ての小・中学校におけるセキュリティ対策を行
い、教職員が扱う個人情報や校務データを不正アクセス
による脅威から守り
ます。これにより、
教職員や子どもたち
が日常的にICTを安
全・安心に活用でき
る環境を構築すると
ともに、個人情報保
護等の危機管理の徹
底を図ります。

◆観光誘客推進事業　200 万円　
→「江東区民まつり」などのイベントで森町PRブースを
出店し、全国に森町の魅力を発信する。

◆空き家等対策計画の策定　521 万円　
→空き家等実態調査結果に基づき対策計画を策定し、特
定空き家の指定による対策や、空き家等再生による利
活用を推進。

◆新東名を活用した広告宣伝活動（森町 PR）　404 万円
→新東名のSA・PAなどに森町のパンフレットコーナー
を設置し、森町への観光誘客や遠州森町スマートICの
利用促進を図る。

◆ふるさと納税推進事業　4,092 万円　
→ふるさと納税ポータルサイトに「楽天市場」を追加し、
ふるさと納税による森町特産品PRの更なる推進を図る。

～将来のまちづくりの検討～

◆立地適正化計画策定の基礎調査　655 万円　
近年の人口減少・少子高齢化社会を受け、平成26年に
都市再生特別措置法が改正され、公共交通のネットワー
クを活用したコンパクトなまちづくりを推進するための
立地適正化計画制度が創設されました。町では、今後3年
間をかけて、将来のまちづくりに向けた計画を策定し、
高齢者や子育て世代にとっても安心できる健康で快適な
生活環境の実現を目指します。

ピックアップ❶

ピックアップ❷

5 安心・安全
～いつまでも暮らせるやすらぎのまち～
◆防犯灯設置費補助金　457 万円　
→町内会の防犯灯設置に補助

◆住民向けメール配信システム導入事業　63 万円
→防災情報等を発信するメール配信システムの導入

◆ハザードマップの作成　955 万円
→静岡県第4次地震被害想定に基づき、既存の森町ハザー
ドマップを更新

◆橋梁長寿命化工事　3,000 万円　
→鍛治島橋・奥伏間橋の長寿命化工事、下田橋の補修設計

◆町単独道路改良事業　1 億 4,910 万円　
→一宮圃場6号線ほか12路線の道路改良を実施し、道路利
用者の利便性向上と安全性の確保を図る

◆木造住宅の耐震補強工事等への補助　1,120 万円　
→昭和56年5月以前に建築された木造住宅の耐震補強工事
及びブロック塀の撤去・改善等の費用を補助

◆協働まちづくり推進事業　178 万円　
→住民が主体となり、公共施設の管理や地域活性化事業
を推進する団体に助成

～交通ネットワークの構築～

◆地域公共交通計画の策定　309 万円　
森町では、鉄道やバス、タクシー等の公共交通が整備
されているものの、利用者数は減少傾向にあり、町民
ニーズに対応した公共交通体系の再構築が必要となって
います。昨年度に実施した「地域公共交通検討調査」の
結果を活用するなどして、通勤・通学や通院、買い物な
ど日常生活に不可欠な社会・生活基盤として、森町にふ
さわしい公共交通網の将来ビジョンを描く地域公共交通
計画を策定します。

ピックアップ❺

6 自然環境
～豊かな自然があふれるまち～
◆住宅用太陽光発電システムの設置捕助　116 万円
→既設住宅（県費補助金あり）及び、新設住宅（県費補
助金なし）へのシステム設置に補助

◆森町ごみ集積所の設置補助　33 万円　
→町内会が行うごみ集積所新設に対する補助金

◆古紙等資源回収事業への補助　140 万円
→PTA・子ども会などの団体による古紙等の集団資源回
収に対する補助

4 産業振興
～活気あふれる産業のまち～
◆内陸フロンティア推進事業　534 万円　
→森町内に進出または増設する企業を支援する「森町産業
立地事業費補助金」を活用し、優良企業の誘致を推進。

◆工業団地基盤強化事業　6,200 万円　
→中川下工業専用地域内の道路整備を行い、広域農
道から東名袋井IC・新東名遠州森町スマートICへ
のアクセス向上を図り、企業誘致を推進する。

◆茶園集積推進事業　155 万円　
→農地中間管理事業による茶園集積に対する補助

～質の高い木材供給をめざして～

◆中山間地域林業整備事業　1,283 万円　
FSC認証材の利活
用を促進し、森町産
木材の供給拡大を図
るため、森町森林組
合が導入する木材生
産の機械購入費補助
を行います。

ピックアップ❹

ピックアップ❸

3 活力・情報発信
～交流が盛んでにぎわうまち～
◆地域おこし協力隊活動事業　319 万円　
→協力隊員への報償費・活動費への助成

◆遠州の小京都推進事業　416 万円　
→「遠州の小京都」観光PRホームページの新設など、遠
州の小京都まちづくり推進計画に基づく取組みを実施。

森町子ども舞台フェスタ（文化会館大ホール）森町子ども舞台フェスタ（文化会館大ホール）
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改正前

➡

改正後

所得段階 平成27 ～ 
 28年度 平成29年度

本
人
が
町
民
税
非
課
税

非
課
税
世
帯

第１段階
・ 生活保護受給者 
・ 老齢福祉年金受給者 
・ 本人年金収入等80万円以下

31,200円 
（28,080円)

37,200円 
(33,480円)

第２段階 ・ 本人年金収入等80万円超
 120万円以下 46,800円 55,800円

第３段階 ・ 本人年金収入等120万円超 46,800円 55,800円
課
税
世
帯

第４段階 ・ 本人年金収入等80万円以下 56,160円 66,960円
第５段階

（基準額）・ 本人年金収入等80万円超 62,400円 74,400円

本
人
が
町
民
税
課
税

第６段階 ・ 合計所得金額120万円未満 74,880円 89,280円

第７段階 ・ 合計所得金額120万円以上
 190万円未満 81,120円 96,720円

第８段階 ・ 合計所得金額190万円以上
 290万円未満 93,600円 111,600円

第９段階 ・ 合計所得金額290万円以上 106,080円 126,480円

H24 H25 H26 H27 H28 H29

5,487 5,636 5,780 5,840 5,919 5,984

■
介
護
保
険
を

　
　
　
　取
り
巻
く
現
状

■
介
護
保
険
料
の
見
直
し

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

介
護
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

介
護
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た

介
護
保
険
と
は
、40
歳
以
上
の

人
を
被
保
険
者
と
し
、介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
に
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。介
護
保
険
の
財
源
は
、公
費
と

保
険
料
で
半
分
ず
つ
負
担
し
て
い

ま
す
。

森
町
で
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
人
数
や
回
数
の
増
加
が

主
な
理
由
で
、介
護
給
付
費
等（
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
費
用

の
う
ち
自
己
負
担
分
を
除
い
た

額
）が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
、介
護
給
付

費
等
は
、1
人
当
た
り
34
万
6
千

円
と
な
る
見
込
み
で
、総
額
で
は

20
億
円
を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す（
別
図
の
と
お
り
）。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、町
で

は
、介
護
保
険
事
業
を
安
定
的
に
運

営
す
る
た
め
、平
成
29
年
度
の
65
歳

以
上
の
皆
さ
ん
の
介
護
保
険
料（
基

準
額
）を
月
額
5
，2
0
0
円
か
ら

6
，2
0
0
円
に
改
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
介
護
保
険
料
額
と
納

付
方
法（
年
金
か
ら
の
天
引
き
ま

た
は
口
座
振
替
、納
付
書
に
よ
る

納
付
）を
記
載
し
た
納
入
通
知
書

は
、8
月
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　役
場
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　☎
8
5
―
1
8
0
0

介護給付費等の推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29

16.4 17.2 18.1 18.7 19.5 20.7

（年度）

（億円）

1人当たり介護給付費等の推移

所得段階による65歳以上の人の介護保険料の年額

第１号被保険者数の推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29（年度）

（単位：人）
（千円）

（注1）  平成24～27年度は実績数値、平成28年度は実績
見込数値、平成29年度は計画数値

（注2） 介護給付費等とは、要介護1～5の方が受給する介護
給付費、要支援1～2の方が受給する予防給付費、要
介護、要支援の方が共用する高額介護サービス費等の
給付費のことをいう。

（注3） 1人当たり介護給付費等は、介護給付費等を65歳以上
の方（第1号被保険者）の人数で除した費用（千円未満
四捨五入）

介護保険料の財源（平成27～29年度）

第1号被保険者
（６５歳以上）の
保険料  22%

第2号被保険者
（４０～６４歳）の
保険料  28%

県の負担
12.5%

町の負担
12.5%

国の負担
25%

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

＊ 平成29年度は、平成27～28年度と同様、第１段階の保険料について公費による軽減措置が実施されます。その結果、
保険料年額はカッコ書きの金額となります。

299
305

313
320

329

346
360

340

320

300

280

260

〈公費〉 〈保険料〉

（見込） （計画）

（見込） （計画）
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　3月27日から新たに下水道を利用できる区域（供用区域）が広がりました。
　下水道の供用区域では家庭や事業所などから排出される汚水は下水道へ流すことが義務づけられています。
　ここでは、新たに下水道を利用できるようになった区域と下水道を利用するための手続きなどについてお知ら
せします。

　新たに供用開始となった区域内の土地や
建物の所有者等（受益者）には別途、役場か
ら供用開始についてのお知らせをします。
　対象区域の各ご家庭や各事業所では、設
置した公共ますに1年以内に排水を流すよう
工事をしてください。
　また、町ではこの排水設備の工事を適正
に、かつ迅速に行うため一定の要件を満た
す排水設備業者を「指定工
事店」として指定していま
す。この「指定工事店」で
なければ排水設備の工事を
行うことができませんので
ご注意ください。平成28年度に下水道本管の工事を行った森地区（本町・仲

横町・新町）の一部の区域が対象です。

●町では快適で住みよい環境づくりのた
め、これからも公共下水道事業を推進
し、順次供用区域の拡大を図っていき
ます。
工事期間中は町民の皆様には大変ご迷
惑をおかけしますが、引き続きご理解
とご協力をお願いします。
なお、公共下水道の詳細については森
町のホームページでもご覧いただけます。
「公共下水道事業のあら
まし」で検索していただく
か、QRコードからアクセス
してください。

◆公共下水道に関する問い合わせは
役場上下水道課　☎85−6327

役場へ申請書提出
下水道管理係

役場による検査

明治町公民館明治町公民館明治町公民館

三島神社三島神社三島神社

森小学校森小学校森小学校

保健福祉
センター
保健福祉
センター
保健福祉
センター

西光寺西光寺西光寺

下宿公民館下宿公民館下宿公民館森町役場森町役場森町役場
大門東公園大門東公園大門東公園

蓮華寺蓮華寺蓮華寺

遠江総合高校遠江総合高校遠江総合高校

太太太

森川橋森川橋森川橋

既に供用している区域

新たに供用を開始した区域

下水道を利用するまでの流れ

新たに下水道を利用できるように
なった区域 (供用開始区域 ) 下水道が供用開始になったら１

3

２

公共下水道への接続を
お願いします
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3
月
15
日
、今
春
か
ら
陸
上
自

衛
隊
板
妻
駐
屯
地
に
入
隊
す
る

天
野
雅
崇
さ
ん（
片
瀬
）の
激
励

会
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。激

励
会
で
は
、防
衛
大
臣
政
務
官
を

務
め
る
宮
沢
博
行
衆
議
院
議
員
が

「
自
衛
隊
は
団
結
力
が
強
さ
の
源
。

隊
員
同
士
の
絆
を
深
め
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。続
い
て
、自
衛
隊
静
岡
地
方

協
力
本
部
の
根
本
博
之
本
部
長

が「
自
分
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
」、太
田
町
長
が「
厳

し
い
訓
練
に
耐
え
、社
会
人
と
し

て
も
立
派
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」と

励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。天

野
さ
ん
は「
自
ら
率
先
し
て
他
の

隊
員
と
団
結
し
て
い
き
ま
す
」と

力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
33
回
全
国
茶
生
産
青
年
茶

審
査
技
術
競
技
会（
昨
年
12
月
・

三
重
県
）に
静
岡
県
B
チ
ー
ム
の

選
手
と
し
て
出
場
し
、優
勝
に
輝

い
た
茶
生
産
者
の
中
野
良
太
さ
ん

（
黒
田
）が
3
月
6
日
、森
町
茶

業
青
年
部
の
永
澤
敬
弘
部
長
と
一

緒
に
役
場
を
訪
れ
、太
田
町
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。同
大
会

は
、全
国
の
若
手
生
産
者
が
茶
の

味
や
香
り
、外
観
に
よ
る
産
地
判

定
な
ど
の
鑑
定
技
術
を
競
う
も
の

で
す
。中
野
さ
ん
は「
茶
生
産
者

と
し
て
経
験
の
浅
い
私
が
優
勝
で

き
た
の
は
、他
の
青
年
部
員
の
助

言
の
お
か
げ
。こ
れ
か
ら
も
良
質

茶
を
生
産
す
る
た
め
に
目
や
舌
を

鍛
え
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

と
き
わ
保
育
園
児
38
人
は
3
月

14
日
、
交
通
安
全
教
室
の
お
礼
に

と
豊
田
合
成
（
株
）
森
町
工
場
を

訪
れ
、
従
業
員
ら
に
手
作
り
ク
ッ

キ
ー
と
手
描
き
の
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
毎
年
2
月
に
町
内

の
幼
稚
園
や
保
育
園
を
訪
れ
、
紙

芝
居
な
ど
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
る
「
愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
作

戦
」
を
行
っ
て
お
り
、
と
き
わ
保

育
園
児
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
お
返

し
も
恒
例
に
。
園
児
た
ち
は
「
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ
た

ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
て
く
だ
さ
い

♪
」
と
元
気
な
声
で
手
渡
す
と
、

従
業
員
た
ち
も
思
わ
ず
笑
顔
に
な

り
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
鈴

木
清
次
会
長
）
と
袋
井
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
太
田
厚
利
会
長
）
は

3
月
29
日
、（
公
財
）
静
岡
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
5
万
6
千

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付

金
は
両
ク
ラ
ブ
合
同
の
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
で
会
員
か
ら
募
っ
た
善
意
で

す
。
森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
所
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
両
会

長
か
ら
（
公
財
）
静
岡
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
杉
山
専
務
理

事
に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
は
「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
選
手
育
成
な
ど
に

有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語

る
と
「
障
害
者
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の

支
援
は
あ
り
が
た
い
」
と
杉
山
専

務
理
事
が
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

教
育
顕
彰
式
が
3
月
11
日
、
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
平
成
28
年
度
に
地
域
の
社

会
教
育
に
貢
献
し
た
功
労
者
や
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
た
児
童
・
生
徒
な

ど
28
人
と
2
組
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
近
藤
花
野

美
さ
ん
（
旭
が
丘
中
3
年
）
が
、

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
主
催
の

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」

で
、
東
海
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
を
受
賞
し
た
「
税
が
守
る
健

康
」
を
発
表
し
、
出
席
者
か
ら
大

き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

宮沢議員と握手を交わす天野さん（中央）

太田町長に受賞報告する中野さん（中央）と永澤会長（右）

寄付を手渡す鈴木会長（左から2人目）

従業員たちにお礼を手渡す園児たち

表彰される小学生の文化功労者たち

自
衛
隊
入
隊
者
を
激
励

茶
審
査
技
術
で
　

　
　
　
　
全
国
優
勝

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
・
普
及
を

心
を
込
め
て

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
お
返
し

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

で
の
功
績
た
た
え
る
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【
課
長
級
】

▽
森
町
病
院
事
務
局
長（
兼
）医
事
課
長

 

高
田
志
郎

▽
産
業
課
長 

村
松
達
雄

▽
税
務
課
長 
小
島
行
雄

▽
会
計
管
理
者（
兼
）出
納
室
長 
山
下
浩
子

▽
総
務
課
防
災
監 

富
田
正
治

▽
議
会
事
務
局
長 

花
嶋

　亘

▽
建
設
課
長 

中
村
安
宏

【
技
監
】

▽
社
会
教
育
課
技
監（
兼
）文
化
振
興
係
長

 

北
島
恵
介

【
課
長
補
佐
級
】

▽
建
設
課
課
長
補
佐 

岡
本
教
夫

▽
上
下
水
道
課
課
長
補
佐 

小
澤
幸
廣

▽
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐 

平
田
章
浩

▽
住
民
生
活
課
課
長
補
佐（
兼
）

 

生
活
保
全
係
長

　内
藤
豊
久

▽
建
設
課
課
長
補
佐（
兼
）管
理
係
長 

 

森
下
友
幸

▽
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐 

塩
澤
由
記
弥

▽
森
町
病
院
管
理
課
課
長
補
佐（
兼
）

 

経
営
企
画
係
長

　朝
比
奈
直
之

▽
総
務
課
課
長
補
佐 

鈴
木
知
寿

【
主
幹
・
係
長
級
】

※

主
幹
、
技
幹
の
職
名
は
記
述
省
略

▽
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
長

 

藤
田
美
恵
子

▽
企
画
財
政
課
管
財
係
長 

坂
中
則
行

▽
建
設
課
用
地
係
長 

菅
沼

　覚

▽
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長 

堀
内
裕
文

▽
出
納
室
出
納
係
長 

清
水
俊
一

▽
保
健
福
祉
課
厚
生
係
長 

小
澤
貴
代
美

▽
保
健
福
祉
課
保
健
係
長 

朝
比
奈
礼
子

▽
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

係
長 

岡
本
裕
実

▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長

 

土
屋
智
也
乃

▽
企
画
財
政
課
企
画
係
長 

鈴
木
勇
登

▽
上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
係
長 

磯
谷
博
俊

▽
森
町
病
院
管
理
課
管
理
係
長 

中
村

　貢

▽
上
下
水
道
課
下
水
道
工
務
係
長 

倉
嶋
則
文

▽
総
務
課
防
災
係
長 

内
山
敬
浩

▽
税
務
課
町
民
税
係
長 

大
須
賀
千
明

▽
建
設
課
工
事
係
長 

鈴
木
英
寿

▽
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
長 

新
貝
将
也

▽
建
設
課
都
市
整
備
係
長 

太
田
弘
行

【
中
遠
広
域
事
務
組
合
へ
派
遣
】
 

大
場
秀
一

【
主
任
主
査
級
】

▽
税
務
課
納
税
係
主
任
主
査 

中
村
美
幸

▽
住
民
生
活
課
住
民
係
主
任
主
査 

深
田

　薫

▽
総
務
課
行
政
係
主
任
主
査 

高
山
佳
穂
里

▽
保
健
福
祉
課
厚
生
係
主
任
主
査 

佐
野
文
乃

▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
主
任
主
査 

 

長
野
あ
か
ね

▽
保
健
福
祉
課
保
健
係
主
任
保
健
師 

 

秋
山
哲
子

【
新
規
採
用
職
員
】
4
月
1
日
付

▽
竹
内
め
ぐ
み（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
）

▽
岩
瀬
正
俊
（
住
民
生
活
課
生
活
保
全
係
）

▽
太
田
弥
輝
（
建
設
課
工
事
係
）

▽
堀
尾
俊
晴
（
産
業
課
農
業
振
興
係
）

▽
玉
木
友
貴
（
総
務
課
広
報
統
計
係
）

▽
森
下
幹
子
（
総
務
課
防
災
係
）

▽
太
田
絢
子
（
住
民
生
活
課
住
民
係
）

★
幼
稚
園
教
諭

▽
星
名
利
香
（
園
田
幼
）

【
退
職
者
】
3
月
31
日
付

※

カ
ッ
コ
内
は
前
職

▽
村
松

　弘
（
参
事（
兼
）建
設
課
長
）

▽
三
浦

　強
（
産
業
課
長
）

▽
三
浦

　健
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
西
谷
勉
次
（
森
町
病
院
事
務
局
長
）

▽
中
嶋
裕
子
（
文
化
会
館
企
画
管
理
係
）

▽
高
木
節
子
（
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

▽
松
下

　南
（
森
幼
稚
園
教
諭
）

（後列左から）堀尾俊晴・太田弥輝・玉木友貴・岩瀬正俊
（前列左から）竹内めぐみ・森下幹子・太田絢子・星名利香

新
規
採
用
職
員
で
す
。

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

役
場
職
員
の
人
事
異
動

役
場
で
は
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。
主
任
主
査
級
以
上
の

異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

森
町
と
掛
川
市
、

両
市
町
の
森
林
組

合
、
静
岡
県
で
構
成

す
る
「
遠
州
森
林
認

証
グ
ル
ー
プ
」
が
3

月
22
日
、
国
際
的

な
森
林
認
証
規
格

「
F
S
C
―
F
M
」
を
取
得
し
、
掛
川
市
の
大
日
本
報

徳
社
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

認
証
を
受
け
た
の
は
、
森
町
と
掛
川
市
の
山
林
約

1
1
0
6
㌶
で
、
今
後
、
区
域
内
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

材
は
、
F
S
C
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
て
流
通
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
効
期
間
は
5
年
間
で
す
。
認
証

取
得
に
よ
り
、
森
町
内
の
森
林
が
国
際
水
準
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
高
品
質
な
認
証
材
の

安
定
供
給
や
、
健
全
な
山
林
の
維
持
管
理
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

世
界
基
準
の「
山
」か
ら
林
業
発
展
へ

遠
州
森
林
認
証
グ
ル
ー
プ
が
国
際
的
な

森
林
認
証
規
格
「
F
S
C
―
F
M
」
を
取
得挨拶する甚沢万之助

森町森林組合長

◀「
遠
州
F
S
C
認
証
材
」

の
安
定
供
給
と
需
要
拡
大

に
向
け
て
、グ
ル
ー
プ
の
5

者
が
連
携
す
る
行
動
方
針

書
に
署
名
す
る
太
田
町
長
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広報もりまち動画版広報もりまち動画版
（スマホやパソコンからアクセス） インターネットで「広報もりまち動画版」

と検索していただくか、右のＱＲコードを
スマホや携帯から読み取ってください。森町ホームページで動画配信中

「森の夢づくり大学」大学祭

レクリエーション研修会

ツーロックで自転車を守ってね

かわせみ街道桜・紅葉大作戦

3月18日、「森の夢づくり大学」の大学祭が文化会館
で開催されました。「森の夢づくり大学」は、町民が教
授や学生となり、主体的に運営する住民参加型の生涯
学習システムとして平成19年5月に開講し、10年を
迎えました。大学祭では、展示・体験コーナー・実演
の３部門で、学生たちが1年間の学習の集大成を披露
しました。来場者は興味のある作品に足を止め、制作
過程など学生たちの説明を受けながら、熱心に鑑賞し
ていました。

4月から子ども会のリーダーとなる新5･6年生を対
象に3月5日、レクリエーション研修会が総合体育館
で実施されました。森町子ども会育成連合会（松井靖
樹会長）が主催し、静岡県三ヶ日青年の家の小林宏彰
さんが講師を務めました。子どもたちは大勢で簡単に
楽しめるレクリエーションを体験しながら、低学年の
子どもたちへの気配りのしかたや、どのようにしたら
盛り上がって楽しめるかなどを教えてもらいました。

袋井警察署と管内（袋井市・森町）防犯協会は、自
転車に鍵を2個付ける「ツーロック」を奨励しており、
平成27年度から管内の小学校6年生全員にワイヤー
錠を贈呈しています。3月1日、宮園小で贈呈式が行わ
れ、袋井警察署の北澤博署長がツーロックを呼びかけ
ながら代表児童に手渡しました。お礼の言葉を述べた
宮園小6年生の松村大和さんは「中学では自転車通学
になる。毎回しっかりツーロックをしたい」と話しま
した。

天方地区町内会長会が主催する「かわせみ街道桜・
紅葉大作戦」が3月26日に行われ、天方地区の8町内
会から約90人が参加しました。天方地区に訪れる人々
を楽しませようと、平成26年から5年間で2,000本の
植樹を計画し、今年で4年目。今回は、太田川ダムの
かわせみ湖や鍛治島地区の半夏生の里、西俣地区にイ
ロハモミジやヤマザクラなど合計240本を植樹しまし
た。参加者たちは、スコップやつるはしを使って穴を
掘り、1本ずつ丁寧に植え付けました。

展示品を鑑賞する見学者たち

ジャンケンを使ったレクリエーションを体験する子どもたち

北澤署長からワイヤー錠を受け取る宮園小児童たち

日月神社前で植樹する参加者たち

もり

もり

もり

もり

もり

もり

もり

もり
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広報もりまち動画版広報もりまち動画版
（スマホやパソコンからアクセス） インターネットで「広報もりまち動画版」

と検索していただくか、右のＱＲコードを
スマホや携帯から読み取ってください。森町ホームページで動画配信中

子どもたちが全力パフォーマンス！先輩移住者から魅力を聞く

森の石松をしのぶ大きくなってね！ アマゴ放流

第21回森町こどもの舞台フェスタが3月5日、文化
会館大ホールで開催され、町内外の11団体、170人の
子どもたちが出演しました。子どもたちに大きな舞台
で発表する機会をもってもらいたいと、森町ミキホー
ル文化振興会が毎年開催しています。ピアノや琴など
の楽器演奏、モダンバレエ、郷土芸能、ダンスなど、子
どもたちが日頃の練習成果を披露。熱気あふれる全力
のパフォーマンスに、来場者から盛んな拍手が送られ
ました。

県と2市1町（浜松市・磐田市・森町）が企画した移
住体験ツアー「いなか生活案内ツアー」が開催され、3
月5日、首都圏や東海地区から8組16人が森町を訪れ
ました。小國神社の散策のあと、先輩移住者の早川直
之さん・幸恵さん夫妻（問詰）と地域おこし協力隊岩
瀬進哉さん（新町）の自宅を見学。築約100年の古民家
をリフォームしてカフェを開いた早川さん夫妻の自宅
では「カフェの雰囲気が良い、この生活に憧れる」など
参加者が感想を述べました。

森の石松供養祭（森町観光協会主催）が3月12日、
大洞院の石松墓前で行われました。森の石松は、清水
次郎長の子分になったとされ、講談や浪曲に数多く登
場し、明治から昭和にかけて大衆に親しまれました。
供養祭では、石松の墓と次郎長の石碑が並ぶ墓前で読
経や焼香が行われたあと、秋山森町観光協会長や太
田町長らが献酒を行いました。会場には、多くの石松
ファンが詰めかけ、森町の観光PRにも一役買ってい
る森の石松をしのびました。

太田川水系の水をきれいにする会は3月1日、太田
川漁協と協力してアマゴの稚魚の放流体験を吉川キャ
ンプ場近くの吉川で行い、天方小1年生から3年生25
人が参加しました。子どもたちは、卵から成長を観察
してきたアマゴの稚魚約500匹を「大きくなってね」
と声を掛けながら放流しました。太田川漁協の山本俊
康組合長は「元気に育つように川をきれいにすること
が大切です」と子どもたちに呼びかけました。

もり

もり
もり

もり

もり

もり
もり

もり

感動のフィナーレ参加者に説明する早川夫妻（中央）

献酒を行う関係者たちアマゴの稚魚を放流する天方小1年生から3年生の児童たち

動
画

が見
られま

す！動
画

が見
られま

す！
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14広報もりまち　平成29年4月号

コーディネーターと講師からのコメント抜粋 パネリストからあげられた地域の現状や課題

㈱政策基礎研究所代表取締役の市田行信氏がコーディネーターを務め、お達者度の秘訣と課題を探りました。

　
森
町
の
高
齢
化
率
は
30
・
9
%（
平
成

28
年
4
月
時
点
）と
全
国
平
均
よ
り
も

高
く
、平
成
37
年
に
は
37
・
4
%
、平
成
52

年
に
は
39
・
5
%
ま
で
上
昇
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す（
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
　
平
成
25
年
3
月
推
計
）。

　
こ
の
よ
う
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

中
、
町
で
は
平
成
28
年
度
に「
森
町
お
達

者
度
維
持
向
上
検
討
委
員
会
」を
設
置

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
幸
せ
な

暮
ら
し
を
長
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の 
一 
つ
と
し
て
3
月
20
日
、「
森

町
お
達
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

森
町
お
達
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
基
調
講
演「
健
康
寿
命『
お

達
者
度
』ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

森
町
の
秘
密
を
探
る
」

　講
師
：
静
岡
県
立
大
学
短

期
大
学
部
・
野
口
有
紀
准

教
授（
一
宮
・
赤
根
在
住
）

「
様
々
な
研
究
で
、
健
康
に
は

経
済
的
・
社
会
的
要
因
が
影

響
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
静
岡
県
内
で
は
所

得
が
高
く
て
も
お
達
者
度
が
低

い
市
町
が
あ
る
一
方
、
森
町
は

所
得
が
高
い
方
で
は
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
お
達
者
度
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
で
は
何
が
要
因

な
の
か
。
森
町
で
調
査
し
た「
健

康
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」の
結
果

を
他
地
域
と
比
較
す
る
と
、

森
町
は
生
活
習
慣
や
医
療
・

健
康
へ
の
意
識
が
高
く
、
周
囲

と
の
関
係
が
良
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
自
身
の
経
験
か
ら

も
、
森
町
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル（
人
び
と
の
絆
）が
強
い

地
域
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

お
達
者
度
と
は

65
歳
か
ら
要
介
護
認
定
2
以
上

を
受
け
ず
に
元
気
に
自
立
し
て

暮
ら
せ
る
期
間
を
算
出
し
た
静

岡
県
独
自
の
指
標

いつまでも自分らしく
お達者に暮らすために
いつまでも自分らしく
お達者に暮らすために
～みんなで考えよう！～～みんなで考えよう！～

介護予防運動教室の様子▶

最優秀賞を受賞した
高木稀良さん

森町お達者度向上スローガン最優秀賞決定！！

優秀賞は次のとおり （敬称略・平成29年3月現在）

「お達者の笑顔あふれる町づくり」「お達者の笑顔あふれる町づくり」
321作品の応募をいただき、最優秀賞1
作品、優秀賞8作品が選ばれました。お
達者フォーラムで最優秀賞を受賞した
高木稀良さん（宮園小6年※平成29年
3月現在）が表彰されました。今後、高木
さんの作品は、お達者度維持向上の啓
発のぼりなどに使用する予定です。

笑顔で交わす「お達者で」　いつまでたっても「お達者で」
元気もりもり　お達者森町
お茶飲んで　ゆっくりいこうよ　「お達者で!」
いつまでも　元気な笑顔で　お達者に
お達者は　普段の努力の　積み重ね

『達者でなァー』　元気を分けあう　ご挨拶
お達者は　手を振り　足上げ　朝散歩
達者だねー　明るい声かけ　うれしい笑顔

原　かおり
鈴木　華純
鈴木　柊南
早川　海斗
戸塚　友菜
山本　篤郎
佐野　泰雄
村松　計代

旭が丘中2年

旭が丘中2年

遠江総合高校2年

遠江総合高校2年

遠江総合高校1年

一般（福田地）

一般（草ヶ谷）

一般（若宮）

野口 有紀氏
静岡県立大学短期
大学部准教授

髙野 一利氏
森町社会福祉協議会　森町生活支援コーディネーター

岡田 栄作氏
浜松医科大学
医学部助教

市田 行信氏
㈱政策基礎研究所
代表取締役

各地域の活動事例を紹介。地元住民による手芸・
茶話会などの交流活動、ボランティアによる居場
所づくり、三倉デイサービスでのお総菜販売、介護
予防運動教室、巡回診療の送迎支援など。

山本 玲子氏
森町民生委員児童委員協議会会長

交通手段、高齢者世帯の見守り、居場所作りが
課題。NPO法人や行政による買い物・交通支
援、ご近所や町内会など地域全体での見守り、
地域で協力して居場所づくりを。

◯各地域で住民主体による交流活動ができている（ソーシャ
ル・キャピタルがある）のがとても良い。
◯交通手段の課題は全国的な問題。歩いて行ける距離で活動
を行うことが大切。
◯公民館単位での活動は、なじみがある人とできるので健康に
良い影響を与える。

今回のフォーラムはスタート。今後、みんなで活発
な議論や情報交換を進めるきっかけとなり、お達者
度維持向上につながれば。

小川米治氏
三倉大久保町内会長

三倉町内会での声を紹介。「商店や移動販売
車がきてくれるとうれしい」「高齢になると運転は
大変」「三丸会館の巡回診療所への送迎はあり
がたい」など。
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■内科からのお知らせと
　お願い
　～午後の初診外来は
　　　実施していません～
　昨年４月から午後の内科
初診外来は実施していませ
ん。新たに初診で受診した
い場合は、平日の午前中に

受診するか、家庭医療クリニックまたは他の医療
機関をご利用ください。
　ただし、午後に救急車による来院や緊急受診が
必要な場合は、救急当番医が対応します。ご不便
をおかけしますが、よろしくお願いします。
《※平日午後は、再診（予約患者）、専門外来、救急
受診のみの診療となります》

■４月からの診療体制の変更について
❶内科医師が３月末に１人退職し４月から３人体

制となります。診療が混み合うことも予想され
ますが、ご理解いただきますようお願いします。
❷「認知症専門外来」を開始します。

石川邦子医師  月１回（毎月第4木曜日の午後）
診察には、院内紹介または他院からの紹介状が
必要となります。

※診察には院内紹介または他院からの紹介状が必要
　となります。詳しくはお問い合わせください。
　公立森町病院　85-2181（代）
　予約専用電話　85-0270（平日8:15～17:00）

外来診療について

診療科 担当
医師

変更
内容 診察日

耳鼻咽喉科 森本
雅太

医師
着任

毎月第２・４水曜日
午後

専
門
外
来

消化器
内科

斎田
康彦

診療日
変更

毎月第２月曜日　
午後

肝臓・膵臓 森下
宗自

診療日
変更

毎月1回
（4/7、5/12） 
午後

心療内科 二宮
貴至

診療日
変更

隔週の水曜日
（4/5、4/20）
午後 ※

神経内科 石川
邦子

診療日
変更

毎月第４木曜日　
午前 ※

形成外科 太田
悠介

医師の
変更

毎週火曜日
午前

❸医師・診療日の変更

公立森町病院
☎85-2181

病院
だより

スス
ポーツポーツ

Sports
　Information

第2回森アリーナ親睦空手道大会第2回森アリーナ親睦空手道大会

第32回浅羽少年剣道錬成大会第32回浅羽少年剣道錬成大会

２月26日（日）／森町総合体育館　　
形の部●小学校1・2年男女の部【３位】前川惺雲(飯田小２
年)●小学生3・4年男女の部【３位】前川諒雲(飯田小3年)
●小学生5・6年男女の部【３位】萩原昂弥(飯田小６年)
組手の部●小学生5・6年女子の部【優勝】大瀧由子(森小5年)
●中学生1・2年男子の部【３位】加藤瑞貴(浜松修学舎中2年)
敢闘賞●藤田爽太(宮園小1年)・藤田華月(宮園小６年)

●第26回遠州柔道大会
7月31日(日)／菊川市民総合
体育館
小学校3・4年生男子の部

【優 勝】安藤健心(森小４年）
【第３位】岡戸孝将(森小４年）

●第12回菊川市柔道大会
２月11日（土）／菊川南陵高校
小学校1・2年個人の部

【優 勝】安藤優心(森小２年)
【第３位】野口おおぎ(森小２年）

●第36回浜松養神館柔道大会
１月22日（日）／浜松市武道館
小学２年生の部(30㎏以上)

【第5位】安藤優心(森小２年)
小学６年生の部(50㎏以下)

【第5位】長坂帆夏(天方小６年)
小学１年生の部(22㎏以上)

【第5位】斉藤晃佑(山名小１年)

●第46回御前崎市柔道大会
３月19日（日）／浜岡中学校
小学校２年の部

【優 勝】安藤優心(森小２年）
【第2位】野口おおぎ(森小２年）
【第３位】山本惇太(森小２年）

3月5日(日)／
浅羽南小学校
体育館
●小学生の部
　「敢闘賞」

森町柔道
スポーツ少年団

森町体育協会空手道部

森町剣道スポーツ少年団

森アリーナで柔道の稽古に励む団員たち森アリーナで柔道の稽古に励む団員たち

◀敢闘賞を受賞した
　小学生チーム
◀敢闘賞を受賞した
　小学生チーム
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   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

友の会 ： 発売中
一　 般 ： 4月22日(土)
電話予約 ： 4月23日(日)

チケット発売日

いずれも9:00～

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
㈱兵藤楽器店掛川本店（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード　朝倉さや：
326-446、キス・ミー・ケイト：456-610、立川志らく：457-911）

上記公演のチケット
のお求めは…

入場料（税込） ： 友の会 3,000円
　　　　　　　一　般 3,500円

チケット
好評発売中！！

友の会：5月20日(土)
一　般：5月21日(日)
電話予約：5月23日(火)

チケット発売日

いずれも9:00～

全席
指定

※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

松平 健　一路真輝　平方元基　水 夏希
川崎麻世　ちあきしん　杉山英司　太川陽介

　　　　　　　（スギちゃん）

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： ミキホール友の会

入場料 ：  友 の 会 3,500円
  （税込） 一　　般 4,000円
 高校生以下 2,000円

朝倉さや ライブ
～なまりうた大ヒットパレード～

ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。

主催 ： 映画演劇文化協会、
　　　森町ミキホール文化振興会、
　　　テレビ静岡

ミュージカル・コメディ
キス・ミー・ケイト

開場 13:00
開演 13:30

ところ ： 森町文化会館大ホール
全席指定

開場 13:30
開演 14:00

土
6/17

日
7/30

※未就学児の入場はご遠慮ください。

入場料（税込） ： 　　友の会 4,500円 
 　　一　般 5,000円

入場料（税込） ： 友の会 2,000円
　　　　　　　一　般 2,200円

全席自由

第20回 遠州艶歌の集い

土
7/22
ところ ： 森町文化会館 大ホール

開場 13:30
開演 14:00

主催 ： 森町ミキホール文化振興会※未就学児の入場はご遠慮ください。

特別ゲスト ： 未定

友の会 ・ 一般
 5月13日（土）

9:00～

チケット発売日

開場 13:30
開演 14:00日

8/20
立川志らく独演会

ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： （有）創芸

全席指定

ミキホール公演ガイド

夜間・休日救急

公立森町病院　☎85-2181

家庭医療クリニック巡回診療
☎85-1340

三丸会館（三倉大久保）
26（金）9:00～11:00受付

健康・医療 5月 おでかけ・催し 5月

◇休日救急歯科診療当番医
7日（日）
　渡辺歯科医院☎85-5555
　（飯田3188-1）
（磐周歯科医師会員輪番による森町内分）
診療時間　9:00～12:00
※医師の都合などで変更となる場合がありま
すので、確認は各歯科医院へお願いします

健康講座・講演会など
●あすの森くらぶ「認知症」
19日（金）18:30～20:00
所・問　森町病院リハビリテーション科
　　　☎85-2181
●ボディトークを楽しむ会
11日（木）13:30～15:30
所　保健福祉センター
問　保健福祉課保健スタッフ☎85-6330
●Let's Enjoyポールウォーキング 

「小國神社」
16日（火）9:30～14:30
集合場所　保健福祉センター　
問　地域包括支援センター☎85-6341

●ぶか凧あげ
5日（金・祝）
所　太田川親水公園
問　森町観光協会☎85-6319
●かわせみ街道オープンハウス
ぷぶふの日　
20日（土）～21日（日）10:00～16:00
所　天方・三倉地区　
問　役場産業課☎85-6315
●花しょうぶ
下旬
所　小國神社花しょうぶ園　
問　小國神社☎89-7302
●森のKトラ市　
27日（土）9:30～12:00
所　保健福祉センター駐車場　
問　森のKトラ市実行委員会（商工会内）
　　☎85-3126
●古着市　
21日（日）8:30～15:00

所　天竜浜名湖鉄道遠州森駅　
問　遠州木三の里連
　　☎090-1472-6189

	アクティ森イベント情報
水曜定休（ゴールデンウィーク期間
中は営業）　☎85-0115　

ゴールデンウィークイベント
4月29日（土）～5月7日（日）
●たけのこ掘り
4月30日（日）
●かしわ餅作り（要予約）、ミニ新

幹線に乗ろう、おひめさまごっこ
5月3日（水・祝）～5日（金・祝）
●はたらくくるま大集合、 
　こども安全免許証
5月5日（金・祝）
●お茶摘み体験
5月7日（土）

くらし ヒントの

　役場住民生活課では、毎週水曜日に時間外窓口を行っています。
開 設 日 時　毎週水曜日17:15～19:00
取扱い業務　戸籍謄抄本・住民票・パスポート・マイナンバーカードの交付、
　　　　　　印鑑登録と登録証明書の交付
※パスポート申請、転入・転出などの住所異動は受付できません。
問　役場住民生活課☎85-6312

時間外窓口を開設しています
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■問森町立図書館☎85-1113
開館時間　9:00～17:00（水曜日は
19:00まで）月曜休館　※月曜日が祝
日の場合は火曜日以降の平日が休館日

所	 町町民生活センター
	 保保健福祉センター
問	 住役場住民生活課☎85-6312
	 保役場保健福祉課☎85-1800
	 社社会福祉協議会☎85-5769

Ｂ Ｏ情 報 Ｘく ら し のInformationLiving guide

くらし ヒントの

（納期限5月31日）
■ 固定資産税・都市計画税·····第1期分
■ 軽自動車税····························全期分
■ 自動車税（県税）····················全期分

絵本　「ぼくのおじいちゃん」
カタリーナ・ソブラル 作
KTC中央出版

　ピラティスと
ドイツ語を習
い、毎日ランチ
に出かけていく
おじいちゃん。
おじいちゃんの
1日は、とても楽
しそう! ポルトガ
ルで生まれた、豊かな時間を過ごすお
じいちゃんの絵本。

一般書「出会いなおし」
森　絵都　著　　文藝春秋

　出会い、別れ、
再会し、また別
れー。人は会うた
びに知らない顔
を見せ、立体的に
なる。表題作をは
じめ、「ママ」「む
すびめ」など、人
生の特別な瞬間
を凝縮した珠玉
の6編を収録。

一般書　「おいしい野菜づくり」
北条雅章 監修　池田書店

　タネまきから
収穫まで、豊富な
写真とともに解
説した、おいしい
野菜づくりを応
援する書。比較
的短期間で育つ
ものや病害虫に
強いものなど、育
てやすい野菜の
ほか、少し手間の
かかる挑戦したい野菜も取り上げる。

新刊情報

健診・相談
所　保健福祉センター
問　役場保健福祉課☎85-6330

●保健のしおり交付
8日（月）受付9:15～9:30
●1歳児相談
12日（金）受付9:00～9:30
●2歳6か月児相談
19日（金）受付9:00～9:30
●3歳児健診
10日（水）受付13:15～13:45
●赤ちゃん健康相談
29日（月）受付9:30～11:00

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

●おはなしぶらんこ
毎週土曜日10:30～11:00　　
●作ってみよう
7日（日）14:30～15:30　
●移動児童館（天方小）
10日（水）14:30～15:45　
●クッキングクラブ
13日（土）9:30～12:00　
●絵手紙教室
13日（土）14:30～15:00

●移動児童館（三倉小）
17日（水）14:30～15:45　
●折り紙教室
20日（土）14:30～15:00　
●移動児童館（宮園小）
24日（水）15:00～16:15　
●人形劇（劇団すぎのこ）
27日（土）14:00～15:30
●移動児童館（飯田小）
31日（水）15:00～16:15

子育て支援センターイベント情報
☎84-4255　月曜休館

●森のくまさん広場
毎週水曜日11:00～11:30　
●リトミックランド
11日（木）10:30～11:30　
●すくすくクラブ
18日（木）10:00～11:00　
●移動子育て支援センター 

（飯田総合センター）
19日（金）10:00～11:30　
●のびのびクラブ
25日（木）10:00～11:00

●人権相談	 所町　問住
11日（木）13:00～15:00
●行政相談	 所町　問住

11日（木）13:00～15:00
●無料法律相談（要予約）	 所町　問住
11日（木）13:30～16:30
※予約受付4/20（木）～
●年金相談（要予約）	 所町　
17日（水）9:30～12:00
問　掛川年金事務所☎0537-21-5521
●消費生活相談
平日8:30～17:15
所・問　役場産業課☎85-6319
●心配ごと相談　	 所保　問社　
1日（月）、15日（月）　9:00～12:00

●結婚相談　　	 所保　問社
14日（日）9:00～11:30
●障がい等地域生活相談室（要予約） 
　（知的・発達障がい）	 所保　問保
12日（金）、26日（金）9:00～16:00
●暮らしの何でも相談（電話相談）
平日9:00～17:00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715

図書館

納税など 5月 相談 5月

子育て 5月

～お子さんや子育てに関する悩みを一緒に考えます～
内容についての秘密は固く守り、匿名での相談も受け付けます。
電話番号　0５３－４５８－４１５２（よいこに）＜西部地区＞
相談時間　平日9:00～20:00、土日9:00～17:00
　　　　　※祝日、年末年始はお休み
＊静岡県が設置し、平成27年度は年間1,980件の相談が寄せられています。

電話相談「子ども・家庭110番」
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なご記入をお願いします。
問　役場総務課広報統計係
　☎85-6301

エコアッププラン（地球温暖化防止実行計画）
の平成27年度推進状況について

役場では、地球温暖化防止推進のた
め、エコアッププラン（地球温暖化防
止実行計画）を推進中です。

 平成27年度の役場関連施設・公
用車などの二酸化炭素（CO2）排出量
は、1,821.1tで平成25年度を基準年
とした排出量 2,859.4t と比較して
36.3%削減することができました。

主な理由として、電力一部自由化に
伴い、CO2削減への取組みに積極的
な電気事業者と契約したこと、庁舎内
にLEDを設置したこと、新体育館建
設工事の際にLEDを設置し体育館が
使用する電気使用量が減少したこと
で大幅な削減につながりました。

今後も、冷暖房の温度設定の見直
し、夏のクールビズと冬のウォームビ
ズへの取り組み、公用車のガソリン使
用量削減や役場関連施設の電気使用
量削減等を通じて引き続き地球温暖
化防止に努めていきます。
問　役場住民生活課生活保全係
　☎85-6314

電柱の上にカラスの巣を
見つけたらご連絡を!

カラスの巣の中には針金などの金属
も入っており「停電」の原因となります。
電柱の上にカラスの巣を発見した時は、
中部電力までご連絡をお願いします。

問　中部電力㈱掛川営業所
　☎0120-985-232

　☎0120-985-232免許証更新後の有効日
延長期間の変更について
道路交通法の改正により、免許証の

更新後の延長期間が変更になります。
改正前　講習の内容にかかわらず、手続

き日から3カ月有効日が延長される。

改正後　現在持っている免許証の有
効日と更新手続き日の残数によっ
て、延長日が異なります。また、講
習内容によっても異なります。
ポイント　森分庁舎で手続きをする

場合、誕生日前の期間の手続きが便
利です。
問　交通安全協会森地区支部
　☎85-4600

高次脳機能障害医療等総合
相談会（西部地区）

と	 き　4月24日、6月26日、8月28
日、10 月 23 日、12 月 18 日、平 成
30年2月26日　（いずれも月曜日）
の13：10 ～ 17：00（各50分の4枠）
ところ　静岡県中遠総合庁舎
　（磐田市見付3599-4）
内	 容　頭部のけがや脳卒中等の病

気の後、忘れっぽくなった、集中で
きなくなった、怒りっぽくなったな
ど、社会参加の場面で困っている高
次脳機能障害（疑い）の本人（おお
むね60歳以下）・家族を対象とし
た、専門医等による個別相談
申込方法　完全予約制ですので、電話

で事前にお申し込みください。
問・申　静岡県西部健康福祉センター

福祉課  ☎37-2252

森の夢づくり大学
平成29年度学生募集について
申込期間　4月22日㈯～ 28日㈮
　9：00 ～ 20：00
※ 23 日㈰、24 日㈪、28 日㈮は 17：

00まで
申込会場　文化会館　第2研修室
申込方法　直接、申込会場で申込書を記

入して提出してください。同居の家族
以外の代理申込みは受付できません。

※詳しくは3月15日の回覧で配布した
募集要項（ピンク色）をご覧ください。

☆開講式を6月3日㈯10：00から文化
会館大ホールで行います。教授と学生
の皆さんは、出席をお願いします。
問　教育委員会社会教育課
　☎85-1112

平成29年度静岡県農業振興基金
協会助成事業の募集

対	 象　農業者などのグループが実
施する農業生産技術の改善、新商品
開発や販売促進、地域づくり活動な
どの意欲的な取り組み
助成額　事業費の2分の1以内
申	 請　所定の申請書を作成の上、5

月下旬の事前審査を受けてください。
問　中遠農林事務所  ☎37-2268

小学3年生〜高校3年生のための
夏休み海外研修交流事業参加者募集
派遣日程　7月26日㈬～ 8月16日㈬

のうち8 ～ 18日間 
内	 容　ホームステイ、ボランティア、

文化交流、学校体験、英語研修など
申込締切　5月26日㈮または6月9日㈮
※事業により異なる
○説明会（静岡会場）
と	 き　5月14日㈰ 15：00 ～ 16：30
ところ　静岡勤労者総合会館
　（静岡市葵区黒金町5-1）
その他　予約不要、入場無料
問・申　公益財団法人国際青少年研修協会

☎03-6417-9721 ＦＡＸ 03-6417-9724

森町病院友の会総会と
講演会のお知らせ

と	 き　4月22日㈯13：30 ～
　（講演会は14：15 ～）
ところ　森町家庭医療センター 2階
内	 容　総会、講演会「在宅医療と介護」

講師：慶應義塾大学医学部  山岸暁美氏
その他　参加費無料。申込不要。会員

でない人でも参加可。
問　公立森町病院管理課 ☎85-2181㈹

がんサロン「なごみ」

と	 き　5月26日㈮ 13：30 ～ 15：30
ところ　磐田市立総合病院
　周産期母子医療センター講堂
　（磐田市大久保512-3）　
対	 象　がん患者や家族
内	 容　患者、家族の交流や情報交

換、がんに関するミニレクチャー。
※申込み不要。当日、直接会場へ　
問　磐田市立総合病院がん相談支援センター
　☎38-5000㈹

▲地上からの様子
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Ｂ Ｏ情 報 Ｘく ら し のInformation

4月1日現在
 （　）内は先月比

世帯数 ··········6,499 （－ 10）
人口 男······9,269 （－ 64）
 女······9,465 （－ 12）
 計··· 18,734 （－ 76）

編
集
後
記

人の動きスマホアプリで
広報もりまち配信中!!
スマホアプリで

広報もりまち配信中!!

※アプリは無料ですが、通信費は別
途発生しますのでご注意ください。

▲
ダウンロードは
こちらから

国民年金保険料の免除・納付猶予申請・
学生納付特例制度について

国民年金保険料の納付が困難な場
合、申請により保険料の納付が免除・
猶予となる制度があります。
①保険料免除制度

全額、3/4、半額、1/4 免除の 4 段
階があり、所得により判定されま
す。
②保険料納付猶予制度

20歳から50歳未満が対象。本人と
配偶者の所得により判定されます。
③学生納付特例制度

20歳以上の学生が対象。申請によ
り、在学中の保険料が猶予されま
す。

※この期間以外に2年間さかのぼっ
て免除の申請をすることが可能で
す。詳しくはお問い合わせくださ
い。
問　役場住民生活課国保年金係
　☎85-6313

自動車税の納期限は
5月31日㈬です

納期限　5月31日㈬
納付場所　金融機関、郵便局、コンビ

ニエンスストア
問　磐田財務事務所課税課
　課税第1班　☎37-2211

住宅の地域材購入費を
補助します

補助対象　町内に住所を有する人ま
たは町内に居住しようとする人で、
次のすべての条件を満たす人

・  森町の建築業者により住宅（店舗兼
用住宅を含む）を新築または10㎡
以上の増築をする人

・  森町内の製材所または材木店で地
域の木材（浜松市・磐田市・掛川市・
袋井市および森町の区域の森林か
ら搬出される木材のこと）を購入す
る人

補助金額　10万円を上限とします。
申請方法　上棟の前までに、見積書、

平面図、認め印を持参の上、申請を
してください。建築場所の地番と建
築延べ床面積等をご記入いただき
ます。
問・申　役場産業課林政係
　☎85-6317

中遠クリーンセンターと
中遠粗大ごみ処理施設の休業のお知らせ

大型連休前後のごみの持ち込みは
大変混み合いますので、お早めにお願
いします。
問　袋井市森町広域行政組合

　中遠クリーンセンター
　☎30-0530
　役場住民生活課生活保全係
　☎85-6314

認可外保育施設を利用している
保護者の皆さんへ

町では、平成29年4月から、「認可
外施設保育料助成事業」を実施しま
す。認可保育園を希望しているにもか
かわらず、やむを得ず認可外保育所に
通所している保護者に対し、利用料の
一部を助成します。
対象者　森町に住所のある児童およ

び保護者で,次に該当する認可外保
育施設に通所している場合
1　 認可外保育施設指導監督基準を

遵守していること。
2　 企業、病院等に設置され、従業

員の乳幼児のみの保育を目的と
する施設でないこと。

助成金額　1か月あたり上限15,000円
申請方法　対象となる人は、認可外保

育施設利用料助成交付申請書と認
可外保育施設利用料領収証明書を
ご提出ください。
申・問　役場保健福祉課厚生係
　☎85-1800

製造事業所の皆さんへ
平成29年工業統計調査が実施されます
経済産業省では、工業統計調査を6

月1日現在で実施します。製造事業所
が対象です。

工業の実態を明らかにすることを目
的に実施される国の重要な統計調査で、
調査結果は中小企業施策や地域振興な
どの基礎資料として活用されます。

調査をお願いする製
造事業所には、5 月中
旬から6月にかけて調
査員が調査票をお届け
するか、国から直接郵
送で届きます。

統計法に基づき調査
内容の秘密は厳守されますので、正確
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制度 対象期間 受付期間

①② 平成29年7月〜
　　平成30年6月

平成29年
7月から

③ 平成29年4月〜
　　平成30年3月

平成29年
4月から

月日 中遠クリーン
センター

中遠粗大ごみ
処理施設

4/29㈯ 休業日 休業日
4/30㈰ 休業日 休業日

5/1㈪

9：00〜
　　12：00、
13：00〜
　　17：00

9：00〜
　　12：00、
13：00〜
　　16：30

5/2㈫

9：00〜
　　12：00、
13：00〜
　　17：00

9：00〜
　　12：00、
13：00〜
　　16：30

5/3㈬ 休業日 休業日
5/4㈭ 休業日 休業日
5/5㈮ 休業日 休業日

5/6㈯
9：00〜
　　12：00、
午後休業

休業日
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遠州の小京都遠州の小京都

　春の訪れとともに、鮮やかに色づき始める草花
や、新緑に染まる豊かな自然。遠州の小京都と称さ
れる風情ある町並み。車で巡るのもいいですが、ア
クティ森のマウンテンバイクをレンタルして、ゆっく
りと森町の魅力を再発見してみませんか？

モデル：渡瀬 亜紀（森町キャンペーンガール）
　　　　白澤 　慶（森町役場）
モデル：渡瀬 亜紀（森町キャンペーンガール）
　　　　白澤 　慶（森町役場）

アクティ森のレンタルマウンテンバイクで行くアクティ森のレンタルマウンテンバイクで行く

森町サイクルツーリングマップから
ピックアップして紹介します。
アクティ森を起点とする里山・

市街地コースです。

  

体
力
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自
信
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り
ま
す
。
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森
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い
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◎体験料金
半日（４時間）1,200円／１日（８時間）2,000円
◎体験受付時間
9:00～16:00（12月～２月は15:00まで）

○子供用24インチ２台・大人用26インチ10台
○ヘルメット・双眼鏡貸与
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レンタルマウンテンバイク
森町体験の里アクティ森 ☎８５-０１１５

START

GOAL

アクティ森から
4.1km（約20分）

門
田
の
集
落
は
里
山
に
囲
ま
れ
た
景
観

が
み
ど
こ
ろ
。半
夏
生（
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
）

の
群
生
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

①鍛治島地区・半夏生の里

道の守り神「道主貴」を祀る天宮神
社では「自転車御守」がサイクリスト
の皆さんに人気があります。

②天宮神社

森町中心市街地にある西光
寺。境内周辺は狭い路地裏とな
り、風情ある小径（こみち）を散策
することができます。

閑静な森山の麓に４つの窯
元があり、ゆったりと陶房巡り
を楽しむことができます。 ③西光寺

明
治
18
年
建
築
の
周
智
郡
役
所
を

移
築
復
元
。農
耕
具
や
生
活
用
品

な
ど
が
展
示
さ
れ
、森
町
の
歴
史
や

民
俗
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
歴
史
民
俗
資
料
館 ④森山焼

8.2km（約40分）

1.2km
（約6分）

1.3km
  （約7分）

5・6
k
m

（
約
2
8
分
）

1.3km
（約7分）

今回のおすすめコース今回のおすすめコース

交通安全を願い、

自転車お守りをゲット！

※全走行距離21.6km
※所要時間は時速12km/hで計算しています。

森山焼（静邨陶房）森山焼（静邨陶房）
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